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Abstract
　　In this paper, the present realities were clariﬁed of the mountains where mountain worships were done. In addition, 
the distribution of mountain worship over the whole country and the characteristics of the mountain worships of the 
local areas were clariﬁed. The results are as follows: 1. From old days, mountains have been the object of belief for 
people, and the excellent mountain of each country is called “Mitake”. Esoteric Buddhism and Shugendo had a big 
influence on mountain worship. Moreover, the religious climbing came to be done widely at the recent ages. 2. In 
Kyushu, the organization of “Sozan” in which a lot of buddhist temples were related was established as the Hikosan and 
Rokugo-manzan. 3. Kumano was ﬁrst made as “Sanzan” organization that tied the mountain to gods and Buddha, and 
“Sanzan” spread to local mountains like Dewa-sanzan. 4. The Hakusan belief spread on a nationwide scale by mixing 
with various beliefs. However, it divided into three Banba without being united as Hakusan, and no religious climbing 
from the wide area was done. 5. At Mt. Fuji and Kiso-ontakesan, religious climbing became popular at the late recent 
ages, and the new organization of the mountain worship was established. 6. There are various syncretism around 
mountains. Though they were classiﬁed as either shinto shrine or buddhist temple after the Meiji era, some have clearly 
regained the characteristics of syncretism recently.
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ち ご そ と ば
卒塔婆－法恩寺山－早
わ さ も り
内森－雉
神峠－河上社－秘密谷－一ノ瀬－六万山－指尾山
－尾平－弥陀ヶ原－室堂－白山と続く（松村英之，
2003）。
加賀では中世の白山本宮は，仏教系施設で天台
系仏事が営まれ，加賀一揆では本願寺側に加勢した。
また近世の下白山は，神社と位置付けられていた。
明暦元（1655）年から寛保三（1743）年にかけて，
加賀側の尾添と越前側の牛首・風嵐が争い，大汝峰
は加賀の真言方，御前峰と別山は越前の天台方に帰
した（由谷裕哉，2006）。三馬場は置かれた位置は
遠く隔たり，山岳へのつながりも異なる。
　また加越境の笈ヶ岳（1841.4m）では，明治38
（1905）年に，13，14世紀の銅鏡・仏像・剣など
が発見され，永正十五（1518）年銘の経筒が，埋
納されていた（時枝 務，2003）。神仏習合の山岳
信仰は，白山周辺にもおよぶ。
越後
　越後に向かって白山信仰は，沿岸と佐渡への海流
ルート，姫川，名立川，鯖石川，阿賀野川の河川ル
ート，能生白山神社－関山権現－戸隠神社，また魚
沼，中蒲原，東蒲原の尾根ルートで浸透した。白山
権現や白山系観音は，妙高山の関山権現，米山，弥
彦山南の国上寺，小千谷，見附，下田などにみられ
る。また越後の天台系は，事実上修験で，中魚によ
く残る（高岡 功，1988）。
白山信仰は地元神と異質でなく，神仏ないまぜ
の高度な信仰であった。白山信仰は巨大勢力ではあ
ったが，出羽三山のような大霊場を形成することは
なかった。立山は全国で配札・絵解き・経衣配置を
し，布橋灌頂会に集めて立山禅定を行ったが，白山
は一体化した三馬場でなく平泉寺白山神社の衆徒の
力で広められても後続の送り込みがなく，本山と
は関連が失われて抖擻の活力が失われた（高岡 功，
1988）。すなわち受容されやすく，広まる一方で，
その主体的な特色は失われている。
妙高山
　関山三社大権現は，和銅二（709）年の開基とい
われ，国常立尊（聖観音），白山大権現・伊弉諾尊
（十一面観音），新羅大明神・素戔鳴尊（文殊菩薩）
を祀る。平安末から鎌倉初の阿弥陀石仏群は，熊野
系修験によるとみられ，また経塚があった。さらに
白山系阿弥陀信仰に，善光寺系阿弥陀信仰が混入す
る。九頭龍権現について，龍の頭が戸隠，胴が関山，
尾が能生との伝承が生まれる。後には観音信仰が禅
宗に転宗した宝海寺に，阿弥陀信仰が真宗に転宗し
た興善寺に，火祭りが別当の妙高山雲上寺宝蔵院に
残った（大場厚順，1988）。周辺や中央の信仰を多
く受容したことは，この地が各地から僻遠のためと
考えられ，変容は信仰圏の影響を示すと思われる。
石動山
　石動山天平寺は虚空蔵菩薩を中心とする五社権現
を祀ったが，一山は伊須流岐比古神社として存続し     
た。講堂では衆徒が大般若，権現堂では別当職が
神前読経，両社家が小鼓神楽を奏する。仏式では，
権現の祭礼とは異なる先祖供養が，仏名会でされ
た。三月晦日から五月三日まで堂に籠って山内の峯
入りをし，気多社に西の峯入りをした（北原裕全，
2006）。石動山は，白山に近い中で，越後方面に多
くの進出を果たした。
５．山岳の講社
　近世後半には，山岳へ修行者だけでなく，一般に
も広く登拝されるようになった。そこでは，修験と
は異なる，山岳へのかかわりがある。山岳により，
さまざまな講が生まれた。
たとえば浅間神社は富士道者により勧請され，さ
らに富士講が発生し，富士塚が作られた。代参講
により持ち込まれた三峰の神が氏神化し，地域社
会の山の神信仰に習合して，三峰信仰が表出した。
三峰代参講では，講が巨大化すると直接本山の三
峰神社と結びつくが，御嶽講も類似する（宮田 登，
1976）。
富士山
　富士は数十年ごとに噴火を繰り返したので，畏怖
の念が抱かれ，山中に祀堂を建てて浅間大神を祀る。
大同元（806）年には富士宮に神社が建てられ，9
世紀半ばには山頂に登り，久安五（1149）年には，
末代上人が山頂に大日寺を建立する。浅間大神：浅
間大菩薩：大日如来とされ，木花開耶姫とならび男
女を超越するとされた。末代上人は富士宮市元村山
で，修験者の僧房を建て，興法寺や大棟梁権現など
後世の富士修験の基本形態を完成した（遠藤秀男，
1988）。
文保年中（1317-19）には，村山で富士行
ぎょう
が組織
されて，山伏のみならず一般人が参加するようにな
った。村山修験は，東海道を西に信仰圏を伸ばして
いった。今川義元は村山修験を庇護したが，徳川家
康は浅間神社を重視し，村山修験は危険な存在とさ
れた。富士峰修行は七月二十二日に出て翌日山頂に
立ち，三島大社などを参拝して，八月十六日に村に
戻る。鎌倉・室町の富士山中の奉納物は，尾張から
が多く，後に武蔵・美濃・上野などが加わる（遠藤
秀男，1988）。
江戸時代には角行が創始して富士講が広まるが，
幕府により講集団の拡大が危険視され，弾圧される
ことがあった。男女平等を基本精神とする不二道が
創出され，明治以後には扶桑教，実行教，丸山教な
どが再編成された（西海賢二，2001）。
武州御嶽山
　大麻止乃豆乃天神社という式内社があったが廃
れ，文暦元（1234）年から建長八（1257）年にか
け，大中臣国兼が修験草庵を再興し，金剛蔵王権現
を勧請した。鎌倉初から中期には定着するようにな
り，江戸中期まで醍醐三宝院末の金峰山世尊寺領額
院が社僧となっていた（斎藤典男，1985）。関東に
多くの御岳講がある。
秋葉山
　徳川氏が秋葉神社と可睡斎を深く崇敬し，天正
十八（1590）年の関東入封に伴い，秋葉講は飛躍
的に拡大した。貞享二（1685）年には，幕府は秋
葉祭の盛況を禁じ，以来全国に名を知られるように
なった。秋葉大権現は，修験から神仏習合となる
が，別当に修験の秋葉寺が置かれた。18世紀中ご
ろから，各地に秋葉講が誕生していた（西海賢二，
2001）。
秋葉山は，中世に諏訪から光明山に達する修験
回峰の霊地として，熊野修験により開かれた。開基
として，養老元（717）年の泰澄，神亀年中（724-729）
の行基，大同四（809）年に栃尾・戸隠を経てきた
三尺坊，がいわれる。南北朝以降に熊野に白山信仰
が融合し，また火防による民衆済度として発達した。
天正十八（1590）年に，北条氏の修験者一掃のた
め小田原に入り，慶長元（1596）年に富士信仰の
箱根板橋に秋葉山ができる。鳳来寺山・秋葉山・光
明山が連なり，秋葉講は，信濃，東海，北陸などに
多く，白山信仰の定着した地域であった（武井正弘，
1988）。
木曽御嶽山
　木曽御嶽は，宝亀五（774）年に大己貴命と少彦
名命を祀り，それぞれ蔵王菩薩，薬師如来の垂迹と
された（菅原壽清，2002）。桓武天皇のときに，黒
沢には御岳権現，王滝には御岳山蔵王大権現の名が
贈られた（野口喜一，1969）。大峰の峰入りの形式
に習っていたが，修験者は中央に去った。室町以降
には重潔斎をする木曽谷周辺の人々を中心に独自の
信仰が形成され，「御座立て」の行法が行われるよ
うになったらしく，それが御嶽信仰の中核を占める
（菅原壽清，2002）。
天明五（1785）年に尾張の覚明が黒沢登山道を，
寛政四（1792）年に武蔵の普寛が王滝登山道を開
                
     
いた。御嶽講社の講祖，先達を山内に祀る霊神碑は，
五万基を下らないという。御嶽教会は，中座，前座
（先達），四天，一般講員から構成される（西海賢二，
2001）。覚明は春日井市，普寛は秩父大滝村落合，
一心は長野武石村，一山は埼玉与野市から出て，講
社を設立して布教につとめた。黒沢口の御岳神社は
木曽一帯の御嶽教の総社であった。現在も濃尾から
は黒沢口，関東からは王滝口より上下するものが多
い（野口喜一，1969）。講祖の出身地は，いずれも
中山道に沿っており，木曽御嶽は中山道からは直接
望めないが，木曽の山岳の中心に位置していたと考
えられる。また，御座がたてられ，病気治療や卜占，
死後に霊魂がお山に引き取られるなど，一般の関心
を広く集めたと考えられる。
神仏分離後は教派神道を推進し，奈良市に本庁を
置く御嶽教のほか，神道大教，神理教，禊教，大成教，
修正派，実行教，丸山教，稲荷教，天台宗寺門派・
山門派などとなった。戦後，本来の御嶽信仰に復帰
をめざして，黒沢御嶽神社を中心にした木曽御嶽本
教が，御嶽教から独立した（生駒勘七，1978）。現
在，御嶽大神を祭神として祀るのは，計1104団体，
教師（行者）8万人，信者89万人である。御嶽大神
を合祀するのは521団体，信者56万人とされている
（菅原壽清，2002）。
　覚明は7回四国遍路をした。比較的自由に修行が
でき，納得できる修行内容をめざした（渡辺嘉満，
2004）。明治9（1876）年には，黒沢口女人堂・王
滝口大江権現より上の女人禁制は，撤廃された。明
治20（1887）年ころは，王滝口登山者は2千～ 3
千人，黒沢口では5千～ 6千人であった（生駒勘七，
1988）。これらは木曽御嶽登拝の一般化を，推し進
めた。
６．山岳と神仏の習合
鰐淵寺は推古天皇二（594）年の開山とされ，出
雲大社の別当寺で，延暦寺の末寺である。和銅・天
平ころ出雲大社国造が松江市南部から大社に転従し
た際，持統天皇六（692）年の金銅観音立像も鰐山
に移り，さまざまな交渉をもつようになった。北の
唐川にある観音の北院，南の薬師の南院，浮浪滝の
蔵王窟と奥院，と称するようになった。これらは，
三徳山が蔵王堂を中心とし，大山寺が大神山神社を
中心にして，南光，西光，寺中の三院の各根本堂に
似る（曽根研三，1985）。
Ⅴ　おわりに
　本論では，いわゆる山岳信仰といわれる山につい
て，現在の実態を明らかにし，さらに全国各地の山
岳信仰の分布にもとづき，とくに地方の山岳信仰に
みられる特色を明らかにした。その成果は以下のと
おりである。
１. 山岳は古くより一般の信仰の対象とされ，国ご
とに優れた山はとくに「御岳」とよばれた。密
教や修験が山岳信仰に影響を与え，近世には広
く登拝が行われるようになった。
２. 九州では英彦山や六郷満山などでは，多数の寺
院が結びついた，惣山の組織が作られた。
３. 熊野を嚆矢として，山を神仏と結びつけた三山
組織が生まれ，出羽三山のように地方の山岳に
も広まった。
４. 白山は，さまざまな信仰と習合することにより，
全国的に広まったが，白山ではむしろ三馬場に
分かれ，また広域から登拝することはなかった。
５. 富士山や木曽御嶽山では，とくに近世後期には
講による登拝が盛んとなり，あらたな一般の山
岳信仰の組織が作られるようになった。
６. 山岳の周辺には，さまざまな信仰が習合するが，
明治以降に神社あるいは寺院とされる中で，近
年には出雲のように，習合的性格が再び明瞭と
なるものがみられる。
　なお山岳で行われる修行では，風の音や鳥や虫の
声に神仏の声を聞き（声聞），これを神仏の教示と
受け止め悟りを体得し（縁覚），心身に活気が蘇り
（菩薩），床堅めで禅定の域に達する，という。自然
と一体化しながら，擬死再生が繰り返し実修され，
得られる験力＝活力は，当人のみならず世間のため
とされる。これには山岳が信仰の対象とされる上で、
大きな意味を含むと考えられるが，その分析は今後
の課題としたい。
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